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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Preview

シリーズ開催 22 年目を迎えた今シーズンの PCCJ は、ニューカップ
カー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が導入され、4 月 16～17
日に岡山国際サーキットで行われた第 1-2 戦で幕を開けた。その後、
富士スピードウェイと鈴鹿サーキットでともに 2 大会 4 戦が行われ、
シリーズ全 11 戦中 10 戦が終了している。そして今回、モータースポー
ツの最高峰である F1 の日本 GP サポートレースとして鈴鹿サーキッ
トで開催される大会は 1 戦のみで最終戦となる。PCCJ の F1 サポー
トレース初開催は 2007 年のエキシビジョンレースで、翌 2008 年
からはシリーズの一戦として正式にカレンダーへ組み込まれた。だが、
2019 年 は 台 風 の 影 響で PCCJ の 開 催 は 中 止となり、2020、
2021 年は新型コロナウイルス感染症の流行により F1 日本 GP 自体
の開催が中止となったため、今年の PCCJ は 4 年振りの F1 サポー
トレース開催となる。

第 11 戦の舞台となる鈴鹿サーキットは、第 9-10 戦に引き続いて今
シーズン 3 回目の開催だが、前回は 8 月末開催のため約 1 カ月振
りの PCCJ レースとなる。鈴鹿サーキットは全長 5.807 ㎞で、低速、
中速、高速の各コーナーがバランスよく配置されていて、F1 ドライバー
からも高い評価を得ている。世界的にも珍しい立体交差により、右

回りと左回りが入れ替わる 8 の字型のレイアウトも特徴の一つだ。そ
して、最終コーナーの立ち上がりからグランドスタンド前のメインスト
レートでスリップストリームを利用して進入する 1 コーナーのバトルも
見逃すことができないポイントと言える。

PCCJ は「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」「アマク
ラス（Am）」と 3 クラスに区分されており、クラス毎にシリーズラン
キングが競われている。プロクラスは、シリーズチャンピオン経験者
である #1 近藤翼と #60 小河諒の一騎打ちの展開となっていたが、
第 7-8 戦を #1 近藤が欠場し、第 9-10 戦で #60 小河が着実にポ
イントを獲得。結果、ランキングトップの #60 小河が 222 点、2
位の #1 近藤が 177 点となり、最終戦での 45 点差逆転は無理な
ため、#60 小河が 2014 年以来 8 年振りとなる 3 度目の PCCJ 王
者獲得となった。しかし #60 小河は、第 9-10 戦と 2 戦連続で
#1 近藤に敗れたことを悔やんでおり、最終戦で優勝し有終の美を
狙っている。また、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本
聖渚が F1 サポートレースという大舞台で、先輩ドライバー二人とど
のようなバトルを繰り広げるのかも注目される。

ベテランの #98 IKARI、#77 浜崎大、2017 年のシリーズチャンピ
オンである #9 武井真司が、激しいバトルを繰り広げているプロアマ
クラス。だが、第 9-10 戦で #98 IKARI が 2 連勝を飾ってポイント
を 216 点とし、2 位の #9 武井が 172 点、3 位の #77 浜崎が
147 点となったため、最終戦を待たずに #98 IKARI が悲願のクラ
スチャンピオンを獲得した。これにより最終戦は、ポイント計算を考
えた駆け引きのないバトルが展開されるはずだ。

一方のアマクラスは、今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 10
戦中 9 勝でクラスチャンピオンに輝く。最終戦は、#10 MOTOKI 
TAKAMI が 10 勝目を飾れるのか、ランキング 2 位で今シーズン 1
勝を上げている #63 長嶋重登が 2 勝目をマークできるのか。もしく
は、#66 BANKCY、#5 CASA MINGO が初優勝を飾ることができ
るのか、注目ポイントは多い。

PCCJ 第 11 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 10月7日（金）
13 時 30 分～14 時 15 分、予選が 10月8日（土）13 時 30 分～14 時、
決勝レースは 10 月 9日（日）11 時 05 分スタート（10 周もしくは
30 分間）予定となっている。

#17 KenRyu
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Preview

シリーズ開催 22 年目を迎えた今シーズンの PCCJ は、ニューカップ
カー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が導入され、4 月 16～17
日に岡山国際サーキットで行われた第 1-2 戦で幕を開けた。その後、
富士スピードウェイと鈴鹿サーキットでともに 2 大会 4 戦が行われ、
シリーズ全 11 戦中 10 戦が終了している。そして今回、モータースポー
ツの最高峰である F1 の日本 GP サポートレースとして鈴鹿サーキッ
トで開催される大会は 1 戦のみで最終戦となる。PCCJ の F1 サポー
トレース初開催は 2007 年のエキシビジョンレースで、翌 2008 年
からはシリーズの一戦として正式にカレンダーへ組み込まれた。だが、
2019 年 は 台 風 の 影 響で PCCJ の 開 催 は 中 止となり、2020、
2021 年は新型コロナウイルス感染症の流行により F1 日本 GP 自体
の開催が中止となったため、今年の PCCJ は 4 年振りの F1 サポー
トレース開催となる。

第 11 戦の舞台となる鈴鹿サーキットは、第 9-10 戦に引き続いて今
シーズン 3 回目の開催だが、前回は 8 月末開催のため約 1 カ月振
りの PCCJ レースとなる。鈴鹿サーキットは全長 5.807 ㎞で、低速、
中速、高速の各コーナーがバランスよく配置されていて、F1 ドライバー
からも高い評価を得ている。世界的にも珍しい立体交差により、右

回りと左回りが入れ替わる 8 の字型のレイアウトも特徴の一つだ。そ
して、最終コーナーの立ち上がりからグランドスタンド前のメインスト
レートでスリップストリームを利用して進入する 1 コーナーのバトルも
見逃すことができないポイントと言える。

PCCJ は「プロクラス（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」「アマク
ラス（Am）」と 3 クラスに区分されており、クラス毎にシリーズラン
キングが競われている。プロクラスは、シリーズチャンピオン経験者
である #1 近藤翼と #60 小河諒の一騎打ちの展開となっていたが、
第 7-8 戦を #1 近藤が欠場し、第 9-10 戦で #60 小河が着実にポ
イントを獲得。結果、ランキングトップの #60 小河が 222 点、2
位の #1 近藤が 177 点となり、最終戦での 45 点差逆転は無理な
ため、#60 小河が 2014 年以来 8 年振りとなる 3 度目の PCCJ 王
者獲得となった。しかし #60 小河は、第 9-10 戦と 2 戦連続で
#1 近藤に敗れたことを悔やんでおり、最終戦で優勝し有終の美を
狙っている。また、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本
聖渚が F1 サポートレースという大舞台で、先輩ドライバー二人とど
のようなバトルを繰り広げるのかも注目される。

ベテランの #98 IKARI、#77 浜崎大、2017 年のシリーズチャンピ
オンである #9 武井真司が、激しいバトルを繰り広げているプロアマ
クラス。だが、第 9-10 戦で #98 IKARI が 2 連勝を飾ってポイント
を 216 点とし、2 位の #9 武井が 172 点、3 位の #77 浜崎が
147 点となったため、最終戦を待たずに #98 IKARI が悲願のクラ
スチャンピオンを獲得した。これにより最終戦は、ポイント計算を考
えた駆け引きのないバトルが展開されるはずだ。

一方のアマクラスは、今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 10
戦中 9 勝でクラスチャンピオンに輝く。最終戦は、#10 MOTOKI 
TAKAMI が 10 勝目を飾れるのか、ランキング 2 位で今シーズン 1
勝を上げている #63 長嶋重登が 2 勝目をマークできるのか。もしく
は、#66 BANKCY、#5 CASA MINGO が初優勝を飾ることができ
るのか、注目ポイントは多い。

PCCJ 第 11 戦鈴鹿大会のスケジュールは、専有走行が 10月7日（金）
13 時 30 分～14 時 15 分、予選が 10月8日（土）13 時 30 分～14 時、
決勝レースは 10 月 9日（日）11 時 05 分スタート（10 周もしくは
30 分間）予定となっている。

#51 T.HARUYAMA

#63 S.NAGASHIMA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Entry List

ゼッケン クラス ドライバー名 国籍 プログラム名 エントラント名（チーム名）

1 1 Pro 近藤 翼 日本
2 60 Pro 小河 諒 日本
3 91 Pro 山本 聖渚 日本
4 9 ProAm 武井 真司 日本
5 77 ProAm 浜崎 大 日本
6 98 ProAm IKARI 日本
7 5 Am 日本
8 7 Am IKEDA 日本
9 10 Am 日本 Rn-sports

10 17 Am KenRyu 日本
11 51 Am 春山 次男 韓国
12 63 Am 長嶋 重登 日本
13 66 Am BANKCY 日本
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Pro Class                                                 : 2'02.317　近藤　 翼  - 911 GT3 Cup (Type992)                      2022 SUPER GT Rd.3
ProAm Class（or Gentleman Class）  : 2'05.049　鈴木 宏和  - 911 GT3 Cup (Type991 II)                  2018 SUPER GT Rd.3
Am Class                                                : 2'05.095　MOTOKI TAKAMI  - 911 GT3 Cup (Type992)       2022 F1 JAPANESE GP  
  

PCCJ コースレコード

SUZUKA Circuit Course

鈴鹿サーキット ・ コース概要
全　長 5,807m

（東コース 2,243m）
（西コース 3,475m）
幅　員 10 ～16m
メインストレート 約800ｍ
西ストレート 約1,000ｍ
コーナー数 18（左コーナー：8、右コーナー：10）
高低差 約40m

N

60R

70R
70R 70R

75R85R

100R

130R

77.5R

200R
340R

250R

210R

15R

20R

25R

60R

60R

85R

110R

200R

250R

1000R

200R

200R
100R

1st. Curve

Hairpin

Spoon Curve

"130R"

"200R"

2nd. Curve

Degner Curve

“S” Curve
“Gyaku” Bank

Last Curve

Chicane

Main Straight

West Stretch
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：20 度　路面：25 度

今シーズン、ニューカップカー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が
導入された PCCJ は今大会が最終戦となる。前戦で「プロクラス

（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」の 3 クラスとも、
今シーズンのチャンピオンは決定しているが、最終戦は F1 サポート
レースと大舞台なため参戦ドライバーは気合いが入っている。7 日（金）
に実施されたフリー走行は、雨に見舞われてしまったが各車とも路面
状況を確認するように周回を重ねた。

8 日の予選は、定刻の 13 時 30 分に開始されて 13 台のカップカー
が一斉にコースインしていく。しかし、#77 浜崎大と #5 CASA 
MINGO が接触するアクシデントが発生し、#5 CASA MINGO のマシ
ンを回収するためにセッションは赤旗中断に。13 時 41 分、予選タ
イムアタックは再開されて各車は再びコースイン。まず、今シーズン
のチャンピオンを決めている #60 小河諒が 2 分 02 秒 680 を記録
してトップに立つ。このタイムをターゲットに各車はアタックを繰り返
していくが、2 番手の #1 近藤翼も 2 分 03 秒 001 と 2 秒台に入

ることはできない。その後、上位 2 台はタイムを更新できずに終わり、
#60 小河のポールポジションが確定する。予選後、#60 小河は「今
シーズン、近藤選手との予選対決に初めて勝ってポールポジションを
獲得できたのは嬉しいですね。鈴鹿での自分のベストタイムも更新で
きたので、明日はスタートをきちんと決めて勝ってシーズンを終えた
いと思います」と、決勝への意気込みも語る。2 番手となった #1 
近藤は「F1 走行後の路面は思ったよりもフィーリングが良かったの
ですが、内圧やセッティングがうまく行かなくてタイムを延ばすことが
できませんでした。決勝では、スタート勝負になるでしょうからしっ
かりと決めたいと思います」と語る。また、ポルシェジャパンジュニ
アドライバーの #91 山本聖渚は思ったようにタイムが伸びず総合 9
番手からのスタートとなる。

プロアマクラスのポールポジションは、今シーズンのクラスチャンピ
オンを獲得した #98 IKARI で 2 分 05 秒 365 を記録。「今回もア
マクラスの TAKAMI 選手にタイムで負けてしまったのが悔しいです。
決勝では総合 3 位表彰台を獲得できるように、気合いをいれて走り
たいと思います」と、#98 IKARI は語る。0 秒 148 差でクラス 2

番手となった #9 武井真司は、「明日の決勝は今シーズンの最終戦で
すから、勝つことだけを考えて攻めていきます」と、巻き返しを誓う。
そして、アマクラスのチャンピオンである #10 MOTOKI TAKAMI は
2 分 05 秒 095 とクラスニューコースレコードを記録し、クラスポー
ルポジションで総合グリッド 3 番手を獲得。「今日の予選は気持ちよ
く走ることができ、総合 3 番手に入ることができました。今回の決勝は、
総合順位での表彰式になるので、予選順位以上でゴールして、表彰
台に立ちたいですね」と意気込みを語る。

最終戦となる第 11 戦の決勝レースは 9日（土）11 時 05 分スター
ト（10 周もしくは 30 分間）を予定する。これが今シーズン最後のレー
スであり、F1 のサポートレースでもあるため各ドライバーともいつも
以上に気合いの入った走りを見せてくれるはずだ。

P.P : #60 R.OGAWA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：20 度　路面：25 度

今シーズン、ニューカップカー「911 GT3 カップ（タイプ 992）」が
導入された PCCJ は今大会が最終戦となる。前戦で「プロクラス

（Pro）」「プロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」の 3 クラスとも、
今シーズンのチャンピオンは決定しているが、最終戦は F1 サポート
レースと大舞台なため参戦ドライバーは気合いが入っている。7 日（金）
に実施されたフリー走行は、雨に見舞われてしまったが各車とも路面
状況を確認するように周回を重ねた。

8 日の予選は、定刻の 13 時 30 分に開始されて 13 台のカップカー
が一斉にコースインしていく。しかし、#77 浜崎大と #5 CASA 
MINGO が接触するアクシデントが発生し、#5 CASA MINGO のマシ
ンを回収するためにセッションは赤旗中断に。13 時 41 分、予選タ
イムアタックは再開されて各車は再びコースイン。まず、今シーズン
のチャンピオンを決めている #60 小河諒が 2 分 02 秒 680 を記録
してトップに立つ。このタイムをターゲットに各車はアタックを繰り返
していくが、2 番手の #1 近藤翼も 2 分 03 秒 001 と 2 秒台に入

ることはできない。その後、上位 2 台はタイムを更新できずに終わり、
#60 小河のポールポジションが確定する。予選後、#60 小河は「今
シーズン、近藤選手との予選対決に初めて勝ってポールポジションを
獲得できたのは嬉しいですね。鈴鹿での自分のベストタイムも更新で
きたので、明日はスタートをきちんと決めて勝ってシーズンを終えた
いと思います」と、決勝への意気込みも語る。2 番手となった #1 
近藤は「F1 走行後の路面は思ったよりもフィーリングが良かったの
ですが、内圧やセッティングがうまく行かなくてタイムを延ばすことが
できませんでした。決勝では、スタート勝負になるでしょうからしっ
かりと決めたいと思います」と語る。また、ポルシェジャパンジュニ
アドライバーの #91 山本聖渚は思ったようにタイムが伸びず総合 9
番手からのスタートとなる。

プロアマクラスのポールポジションは、今シーズンのクラスチャンピ
オンを獲得した #98 IKARI で 2 分 05 秒 365 を記録。「今回もア
マクラスの TAKAMI 選手にタイムで負けてしまったのが悔しいです。
決勝では総合 3 位表彰台を獲得できるように、気合いをいれて走り
たいと思います」と、#98 IKARI は語る。0 秒 148 差でクラス 2

番手となった #9 武井真司は、「明日の決勝は今シーズンの最終戦で
すから、勝つことだけを考えて攻めていきます」と、巻き返しを誓う。
そして、アマクラスのチャンピオンである #10 MOTOKI TAKAMI は
2 分 05 秒 095 とクラスニューコースレコードを記録し、クラスポー
ルポジションで総合グリッド 3 番手を獲得。「今日の予選は気持ちよ
く走ることができ、総合 3 番手に入ることができました。今回の決勝は、
総合順位での表彰式になるので、予選順位以上でゴールして、表彰
台に立ちたいですね」と意気込みを語る。

最終戦となる第 11 戦の決勝レースは 9日（土）11 時 05 分スター
ト（10 周もしくは 30 分間）を予定する。これが今シーズン最後のレー
スであり、F1 のサポートレースでもあるため各ドライバーともいつも
以上に気合いの入った走りを見せてくれるはずだ。

Am Class P.P.  #10.M.TAKAMI

ProAm Class P.P.  #98 IKARI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Qualify Result

#66 BANKCY

1 60 Pro 1 2'02.680
2 1 Pro 2 2'03.001 0.321 0.321
3 10 Am 1 2.415 2.094
4 98 ProAm 1 IKARI 2'05.365 2.685 0.270
5 9 ProAm 2 2'05.513 2.833 0.148
6 63 Am 2 2'05.749 3.069 0.236
7 66 Am 3 BANKCY 2'06.300 3.620 0.551
8 77 ProAm 3 2'06.330 3.650 0.030
9 91 Pro 3 2'06.359 3.679 0.029

10 7 Am 4 IKEDA 2'08.851 6.171 2.492
11 17 Am 5 KenRyu 2'10.168 7.488 1.317
12 51 Am 6 2'12.182 9.502 2.014

5 Am 計測出来ず 0

Am 2'05.403

Gap LapsPos No Class C.P. Name Team/Car
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Starting Grid

#1 T.KONDO

No.5 は、審査委員会による嘆願書の審議の結果、最後尾ｸﾞﾘｯﾄﾞからの決勝レース出走を認めた。

60
小河 諒

RACING

1
1 1

近藤 翼
2

10
-sports

3
2 98

IKARI
4

9
武井 真司

5
3 63

長嶋 重登
6

66
BANKCY

7
4 77

浜崎 大
8

91
山本 聖渚

e

9
5 7

IKEDA
10

17
KenRyu

11
6 51

春山 次男
12

5

洋菓子店 カサミンゴー

13
7
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：20 度　路面：23 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 8 日に行われた予選で決定した PCCJ 第 11 戦のポールポジ
ションは、プロクラスの #60 小河諒が #1 近藤翼との対決を制して
2 分 02 秒 680 で獲得。プロアマクラスは、#98 IKARI が #9 武
井真司との対決を 0 秒 148 上回ってクラスポールポジションを獲得。
アマクラスは、クラスコースレコードとなる 2 分 05 秒 095 を記録
した #10 MOTOKI TAKAMI がクラスポールポジションを獲得して、
総合 3 番手のグリッドからスタートする。

11 時 05 分、F1 日本 GP で鈴鹿サーキットを訪れた大観衆が見守
る中、第 11 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。路面状
況を確認しながらタイヤに熱を入れながらグリッドに戻ってきた 13
台のマシンは、シグナルがオールレッドからブラックアウトでレースス
タートとなる。ポールポジションの #60 小河は好スタートを見せて 1

コーナーをトップで駆け抜け、グリッド 2 番手の #1 近藤が追いかけ
るもデグナーで #60 小河に追突してしまう。それにより #60 小河
のマシン後部は若干へこみ、#1 近藤のマシンはボンネットがバタ付
きを見せる。だが、2 周目の 1 コーナーで #10 MOTOKI TAKAMI
とポルシェジュニアドライバーの #91 山本聖渚が接触するアクシデン
トが発生。これによりセーフティーカーが導入され、各車隊列を組ん
で周回を重ねていく。残念ながら #91 山本はそのままリタイアとなっ
たが、#10 MOTOKI TAKAMI はピットへと戻りマシンを修復してレー
スへの復帰を果たす。
その後セーフティーカーがピットへと戻り、6 周目からレースは再開。
トップの #60 小河はここでもポジションを守り切り、背後にピタリと
着けてチャンスを狙う #1 近藤のプレッシャーからも最後まで打ち勝
ち、トップでチェッカーを受ける。「近藤選手を最後まで抑えきって優
勝することができました。チャンピオンは前戦で決まっていましたが、
シーズン最後に勝って締めくくれたのは嬉しいですね」とレースを振

り返る。一方の #1 近藤は、「最後まで諦めずに攻めたのですが、小
河選手を抜くことができませんでした」と悔しがる。

プロアマクラスは、グリッド 5 番手の #9 武井がスタートで 3 番手と
なり、背後に #98 IKARI を従えて周回を重ねていく。そして最後ま
でポジションを守り切って 3 位でチェッカーを受けるが、スタート時
のフライング判定により 30 秒のペナルティを科されてしまい、#98 
IKARI が総合 3 位となりプロアマクラスの優勝という結果に。そして
アマクラスは、#10 MOTOKI TAKAMI がアクシデントにより順位を
大きく落としたため、優勝争いは #66 BANKCY と #63 長嶋重登の
一騎打ちとなる。2 台はテール・トゥ・ノーズの好バトルを最終ラッ
プまで繰り広げ、#66 BANKCY が逃げ切って優勝。「長嶋選手がピ
タリと着いてきていましたが、最後までポジションを守り切れて良かっ
たです」と、#66 BANKCY は最終戦での今シーズン初優勝を喜ぶ。
一方の #63 長嶋は、「最後まで抜くことが出来ずに悔しいです」と
残念がる。

この F1 日本 GP のサポートレースをもって 6 大会全 11 戦で競われ
た PCCJ 開催 22 年目、911 GT3 カップ（タイプ 992）導入初年
度の 2022 年シーズンは幕を閉じた。

Winner : #60 R.OGAWA,  2nd #1 T.KONDO 
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 11 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：20 度　路面：23 度
　　　　　　　　　　　　
前日の 8 日に行われた予選で決定した PCCJ 第 11 戦のポールポジ
ションは、プロクラスの #60 小河諒が #1 近藤翼との対決を制して
2 分 02 秒 680 で獲得。プロアマクラスは、#98 IKARI が #9 武
井真司との対決を 0 秒 148 上回ってクラスポールポジションを獲得。
アマクラスは、クラスコースレコードとなる 2 分 05 秒 095 を記録
した #10 MOTOKI TAKAMI がクラスポールポジションを獲得して、
総合 3 番手のグリッドからスタートする。

11 時 05 分、F1 日本 GP で鈴鹿サーキットを訪れた大観衆が見守
る中、第 11 戦決勝のフォーメーションラップが開始される。路面状
況を確認しながらタイヤに熱を入れながらグリッドに戻ってきた 13
台のマシンは、シグナルがオールレッドからブラックアウトでレースス
タートとなる。ポールポジションの #60 小河は好スタートを見せて 1

コーナーをトップで駆け抜け、グリッド 2 番手の #1 近藤が追いかけ
るもデグナーで #60 小河に追突してしまう。それにより #60 小河
のマシン後部は若干へこみ、#1 近藤のマシンはボンネットがバタ付
きを見せる。だが、2 周目の 1 コーナーで #10 MOTOKI TAKAMI
とポルシェジュニアドライバーの #91 山本聖渚が接触するアクシデン
トが発生。これによりセーフティーカーが導入され、各車隊列を組ん
で周回を重ねていく。残念ながら #91 山本はそのままリタイアとなっ
たが、#10 MOTOKI TAKAMI はピットへと戻りマシンを修復してレー
スへの復帰を果たす。
その後セーフティーカーがピットへと戻り、6 周目からレースは再開。
トップの #60 小河はここでもポジションを守り切り、背後にピタリと
着けてチャンスを狙う #1 近藤のプレッシャーからも最後まで打ち勝
ち、トップでチェッカーを受ける。「近藤選手を最後まで抑えきって優
勝することができました。チャンピオンは前戦で決まっていましたが、
シーズン最後に勝って締めくくれたのは嬉しいですね」とレースを振

り返る。一方の #1 近藤は、「最後まで諦めずに攻めたのですが、小
河選手を抜くことができませんでした」と悔しがる。

プロアマクラスは、グリッド 5 番手の #9 武井がスタートで 3 番手と
なり、背後に #98 IKARI を従えて周回を重ねていく。そして最後ま
でポジションを守り切って 3 位でチェッカーを受けるが、スタート時
のフライング判定により 30 秒のペナルティを科されてしまい、#98 
IKARI が総合 3 位となりプロアマクラスの優勝という結果に。そして
アマクラスは、#10 MOTOKI TAKAMI がアクシデントにより順位を
大きく落としたため、優勝争いは #66 BANKCY と #63 長嶋重登の
一騎打ちとなる。2 台はテール・トゥ・ノーズの好バトルを最終ラッ
プまで繰り広げ、#66 BANKCY が逃げ切って優勝。「長嶋選手がピ
タリと着いてきていましたが、最後までポジションを守り切れて良かっ
たです」と、#66 BANKCY は最終戦での今シーズン初優勝を喜ぶ。
一方の #63 長嶋は、「最後まで抜くことが出来ずに悔しいです」と
残念がる。

この F1 日本 GP のサポートレースをもって 6 大会全 11 戦で競われ
た PCCJ 開催 22 年目、911 GT3 カップ（タイプ 992）導入初年
度の 2022 年シーズンは幕を閉じた。

Winner : #60 R.OGAWA

ProAm Class Winner : #98 IKARI,  2nd #77 M.HAMASAKI

ProAm Class Winner : #98 IKARI

Am Class Winner : #66 BANKCY,  2nd #63 S.NAGASHIMA

R) Am Class Winner : #66 BANKCY,  L) 2nd #63 S.NAGASHIMAR) Overall Winner : #60 R.OGAWA,  L) 2nd #1 T.KONDO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Race Result

1 60 Pro 1 10 23'59.428 2'04.943
2 1 Pro 2 10 23'59.695 0.267 0.267 2'04.858
3 98 ProAm 1 IKARI 10 24'10.298 10.870 10.603 2'07.091
4 77 ProAm 2 10 24'16.256 16.828 5.958 2'07.601
5 66 Am 1 BANKCY 10 24'16.803 17.375 0.547 2'07.573
6 63 Am 2 10 24'17.022 17.594 0.219 2'07.191
7 7 Am 3 IKEDA 10 24'25.022 25.594 8.000 2'08.629
8 5 Am 4 10 24'25.335 25.907 0.313 2'08.339

*19 9 ProAm 3 10 24'40.011 40.583 14.676 2'07.289
10 51 Am 5 10 24'50.653 51.225 10.642 2'12.941

*211 17 Am 6 KenRyu 10 24'51.131 51.703 0.478 2'12.806
12 10 Am 7 7 24'02.438 3Laps 3Laps 2'07.466

*3 91 Pro 1 2'50.678 9Laps 6Laps -

Pro 1
ProAm 98
Am 63

*1
*2
*3

Pos No Class C.P. Name LapTeam/Car Gap
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after All Rounds)

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 60 小河 諒 247 25 20 17 25 25 20 25 25 20 20 25
2 1 近藤 翼 197 20 25 25 20 20 17 -- -- 25 25 20
3 7 山田 遼 70 14 14 -- -- 17 25 -- -- -- -- --
4 91 山本 聖渚 20 -- -- -- -- -- -- 20 DNF -- -- DNF

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 98 IKARI 241 17 25 25 20 25 17 17 20 25 25 25
2 9 武井 真司 189 25 17 -- -- 20 20 25 25 20 20 17
3 77 浜崎 大 167 20 20 20 25 17 25 20 DNF -- -- 20

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 254 25 25 25 25 20 25 25 25 25 25 9
2 63 長嶋 重登 211 20 20 9 20 25 20 17 20 20 20 20
3 66 BANKCY 149 14 17 8 17 -- -- 20 14 17 17 25
4 5 124 12 12 20 14 12 12 -- -- 14 14 14
5 23 滝澤 智幸 94 17 14 17 12 17 17 -- -- -- -- --
6 7 IKEDA 92 -- -- 10 10 -- -- 14 17 12 12 17
7 51 春山 次男 86 9 9 12 8 10 14 12 DNF -- -- 12
8 17 KenRyu 77 10 10 14 9 14 10 -- -- -- -- 10

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING 384 37 28 23 33 37 28 39 42 40 40 37
2 Team KRM 250 21 21 9 14 26 35 15 26 32 32 19

富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Champion Driver and 1st of Team Ranking

60 Class Pro Class
Driver Ryo OGAWA 
Team Name BINGO RACING

PCCJ2022
Champion

#60
Ryo OGAWA

Series Champion

Driver : #9 Shinji TAKEI,  #51 Tsugio HARUYAMA,  #60 Ryo OGAWA,  #66 BANKCY 

Team Ranking 1ST
Team :
BINGO RACING

PCCJ2022
Team Award

#9, #51, #60, #66
BINGO RACING

#9 #51
#60 #66
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - 1st of  Drivers Ranking (ProAm Class, Am Class)

98 Driver              IKARI 
Team Name  Bionic Jack Racing

PCCJ2022
ProAm 1ST

#98
IKARI

ProAm Class Ranking1ST

10 Driver              MOTOKI TAKAMI 
Team Name  Rn-sports

PCCJ2022
Am 1ST

#10
MOTOKI TAKAMI

Am Class Ranking 1ST
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Top 3 of Drivers Ranking

Top 3 of Pro Class Ranking

2022 Series Champion
#60 Ryo OGAWA (247pt)

BINGO RACING

2022 Pro Class 2nd
#1 Tsubasa KONDO (197pt)

NK Racing

2022 Pro Class 3rd
#7 Ryo YAMADA (70pt)

Team KRM

Top 3 of ProAm Class Ranking

12 3

12 3

12 3

2022 ProAm Class 1st
#98 IKARI (241pt)
Bionic Jack Racing

2022 ProAm Class 3rd
#77 Masaru HAMASAKI (167pt)

Masaru Hamasaki

2022 ProAm Class 2nd
#9 Shinji TAKEI(189pt)

BINGO RACING

Top 3 of Am Class Ranking

2022 Am Class 1st
#10 MOTOKI TAKAMI (254pt)

Rn-sports

2022 Am Class 3rd
#66 BANKCY (149pt)

BINGO RACING

2022 Am Class 2nd
#63 Shigeto NAGASHIMA (211pt)

Team KRM
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - F1 Japanese GP Support Race Entry Team Line up

Class Pro Class
Driver Tsubasa KONDO 
Entrant Name NK Racing1 Class Am Class

Driver CASA MINGO 
Entrant Name TEAM RIGHTWAY5

Class Am Class
Driver IKEDA 
Entrant Name Team KRM7 Class ProAm Class

Driver Shinji TAKEI
Entrant Name BINGO RACING9

Class Am Class
Driver MOTOKI TAKAMI
Entrant Name Rn-sports10 Class Am Class

Driver KenRyu
Entrant Name W&T Gruppe17
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - F1 Japanese GP Support Race Entry Team Line up

Class Am Class
Driver Tsugio HARUYAMA
Entrant Name BINGO RACING51 Class Pro Class

Driver Ryo OGAWA 
Entrant Name BINGO RACING60

Class Am Class
Driver Shigeto NAGASHIMA 
Entrant Name Team KRM63 Class Am Class

Driver BANKCY 
Entrant Name BINGO RACING66

Class ProAm Class
Driver Masaru HAMASAKI 
Entrant Name Masaru Hamasaki77 Class ProAm Class

Driver IKARI 
Entrant Name Bionic Jack Racing 98
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Gallery

Class Pro Class
Driver Sena YAMAMOTO
Entrant Name PORSCHE JAPAN91

Porsche AG Motorsport Sales Director : Michael Dreiser

#1 T.KONDOL) #66 BANKCY, #10 M.TAKAMI

#91 S.YAMAMOTO

#9 S.TAKEI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Gallery



21

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 11 Gallery

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - All Carrera Cup Pilots

Rd.11 Pro Class Top 2

Rd.11 ProAm Class Top 3

Rd.11 Am Class Top 3

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Standing 1st Drivers : (L) ProAm Class #98 IKARI, (Center) Pro Class #60 R.OGAWA, (R) Am Class #10 MOTOKI TAKAMI

Porsche Japan President : Phiripp von Witzendorf

Series Champion : #60 Ryo OGAWA
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